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１．研究計画の概要 
 
（１）ラット広背筋移植モデルを用い、血管
吻合の吻合部の状態が皮弁生着に及ぼす影
響を検討する。 
 
（２）皮弁の虚血時間の違いが皮弁生着に及
ぼす影響を検討する 
 
（３）レーザードプラー血流計を用いた術後
皮弁管理法について検討する 
 
 
２．研究の進捗状況 
 
（１）ラット広背筋皮弁移植の生着率は約
80％に向上した。そこでラットを用いた血管
吻合部の吻合状態の違いによる血栓形成、皮
弁生着率への影響をみるために以下の吻合
状態を作成した。①下流の吻合血管内に上流
の血管を入れる、②上流の吻合血管内に下流
の吻合血管を入れる、③吻合部に外膜組織を
入れる。その結果③②①の順で血栓形成、皮
弁壊死の頻度が高かった。 
 
（２）皮弁虚血時間と吻合後血流障害の関係
では虚血時間が２～３時間をこえると、吻合
後の血流障害の頻度が高かったが、皮弁採取
後にヘパリン加生食で還流洗浄したものは
血栓形成の頻度が減少した。 
 
（３）離組織移植による口腔再建症例を対象
にレーザードプラー血流計を用いた術後皮
弁血行動態を観察で、術後血流障害を認めな
かった症例では、術後経時的血流変化および

PGE1 投与時の血流変化に一定のパターンを
示すことがわかった。一方術術後に血流障害
を生じた症例では、血流パターンに変化を認
めており、肉眼的な皮弁の変化に先立ち皮弁
血流障害を判定できたため、早期の対応が可
能であり全例再手術により救済できた。以上
のことからレーザードプラーによる血流監
視は術後管理において有用の方法といえる 
 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
（１）今後はさらにラット広背筋移植の生着
率を向上させる。 
 
（２）皮弁摘出後の管理法、吻合後の血栓形
成抑制法を検討する。また皮弁虚血に伴う皮
弁血管内の変化を観察する。 
 
（３）症例数を増やして結果を導く。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
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